
(1）平成元年4 月15日 広報 第158 号 ●つ よ
 

じ
 

》つ ほ
 

町 の 人 口 

（平成元年4月1日） 

男 3,934(-7 ) 

4,369（一13) 

8,303 (-20) 

女

計

 世帯数 2,763（一7 ) 

下
田
川
四
カ
町
村
連
合
消
防
出
初
式
 

平
成
元
年
の
消
防
出
初
式
が
、
 

方
城
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

消
防
出
初
式
は
例
年
ど
お
り
下
 

田
川
四
カ
町
連
合
で
実
施
し
て
い
 

ま
す
。
 

今
年
は
方
城
町
の
受
け
持
ち
で
 

す
。
前
日
ま
で
雨
が
降
り
続
い
た
 

の
で
、
町
民
体
育
館
で
準
備
し
て
 

い
ま
し
た
が
、
2

月
 26 

日
の
当
日
 

の
朝
、
雨
が
止
み
そ
う
だ
っ
た
の
 

で
、
急
き
ょ
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
変
 

更
し
ま
し
た
。
 

グ
ラ
ン
ド
に
は
ま
だ
水
が
た
ま
 

っ
て
い
ま
し
た
が
、
早
朝
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
の
消
防
団
員
、
 

第
3
分
団
班
長
の
古
賀
邦
明
氏
ほ
 

か
団
員
 20 

数
名
が
、
ス
ポ
ン
ジ
で
 

水
を
吸
い
取
り
、
砂
を
ま
き
、
ま
 

た
た
く
ま
に
整
備
し
ま
し
た
。
 

勝
木
一
郎
消
防
団
長
の
指
揮
に
 

よ
り
消
防
団
幹
部
、
本
部
分
団
、
 

各
分
団
よ
り
数
名
の
団
員
が
ラ
イ
 

ン
引
き
、
テ
ン
ト
張
り
等
行
い
、
 

午
前
8
時
 30 

分
に
は
準
備
が
完
了
 

し
ま
し
た
。
 

午
前
9
時
 30 

分
、
開
会
、
下
田
 

圏
 《・

・

 

川
四
カ
町
か
ら
総
勢
4
5
0
名
の
 

団
員
が
出
動
し
、
人
員
服
装
点
検
 

並
び
に
機
械
器
具
の
点
検
、
続
い
 

て
勇
壮
な
分
列
式
が
行
わ
れ
ま
し
 

た。 続
い
て
表
彰
式
で
は
、
福
岡
県
 

知
事
表
彰
（
永
末
元
臣
）
ほ
か
、
 

31 

名
の
団
員
（
方
城
町
）
が
受
彰
 

し
ま
し
た
。
 

昭
和
か
ら
平
成
元
年
に
変
わ
っ
 

た
記
念
す
べ
き
今
年
は
、
出
初
式
 

も
諸
般
の
理
由
に
よ
り
約
2

カ
月
 

位
遅
れ
ま
し
た
が
、
下
田
川
四
カ
 

町
の
消
防
団
員
は
、
消
防
訓
練
を
 

積
み
重
ね
る
事
に
よ
り
万
一
に
備
 

え
て
、
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
 

る
こ
と
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。
 

一

一

 

一

 

29
 

十
 

み
。
り
の
日
 

ー
 
ー
 
一
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 

世
界
保
健
デ
ー
 

婦
人
週
間
 

発
明
の
日
 

一
 

20
 

日
 
通
信
記
念
日
、
郵
便
週
間
 

一 
一
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犯
日
 



(3）平成元年4 月15日 広報 ほ う じ ょ う 第158 号 
ケ 

第158 号 平成元年4 月15日 広 報 ほ う じ ょ う （2) よ
 

じ
 

ほ
 

、ザ 

が
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
）
 

「
あ
な
た
な
ら
一
億
円
、
何
に
使
い
ま
す
か
7
・」 

む
ら
お
こ
し
全
員
集
合
（
・
ァ
ィ
デ
ア
募
集
 

私
達
の
ふ
る
さ
と
を
新
し
い
地
域
作
 

り
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
ふ
る
 

さ
と
創
生
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
 

応
募
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
の
う
ち
、
優
 

秀
な
作
品
を
採
用
し
、
事
業
計
画
を
た
 

て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

自
ら
考
え
、
自
ら
実
践
す
る
地
域
づ
 

く
り
事
業
（
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
）
と
 

は
 

。 

す
べ
て
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
 

域
で
、
安
全
で
豊
か
で
便
利
で
誇
り
を
 

持
っ
て
、
自
ら
の
生
活
と
活
動
を
築
く
 

こ
と
が
で
き
る
、
幸
せ
多
い
社
会
の
創
 

造
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
 

全
市
町
村
に
一
律
 

一
億
円
の
ア
イ
テ
ア
料
交
付
 

ふ
る
さ
と
創
生
の
具
体
策
が
、
こ
の
 

空
気
呼
吸
器
を
購
入
 

こ
れ
で
煙
の
中
で
も
大
丈
夫
 

昭
和
六
十
三
年
度
石
油
貯
蔵
施
設
立
 

地
対
策
交
付
金
に
よ
り
、
平
成
元
年
一
一
 

月
、
空
気
呼
吸
器
、
消
防
ホ
ー
ス
を
購
 

入
致
し
ま
し
た
。
 

先
日
、
家
屋
大
災
の
時
、
煙
が
室
内
 

に
充
満
し
て
消
火
作
業
が
思
う
よ
う
に
 

出
来
ず
、
何
か
い
い
も
の
が
な
い
か
と
 

探
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
空
気
呼
吸
器
は
、
ボ
ン
べ
の
中
 

に
空
気
が
圧
縮
さ
れ
て
入
っ
て
お
り
、
 

約
三
十
分
間
煙
の
中
等
で
呼
吸
を
す
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
空
気
呼
吸
器
は
本
部
分
団
 

（
役
場
）
に
配
備
し
ま
し
た
。
 

た
び
一
億
円
の
交
付
税
で
す
。
 

こ
れ
は
ふ
る
さ
と
の
特
色
を
生
か
し
 

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
独
創
的
、
個
性
 

的
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
 
「
青
写
 

真
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
た
ち
が
、
 

協
力
し
て
、
自
主
的
に
つ
く
り
上
げ
る
 

こ
と
で
す
。
 

実
施
期
間
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
 

ら
平
成
元
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

永
続
的
な
取
り
組
み
も
可
能
で
す
。
 

ア
イ
デ
ア
募
集
要
領
 

m
 
募
集
期
間
 
平
成
元
年
五
月
三
十
 

一
日
ま
で
 

②
 
募
集
担
当
課
（
室
）
役
場
企
画
公
 

鉱
害
室
 

⑧
 
記
載
要
領
 
ふ
る
さ
と
づ
く
り
ア
 

イ
デ
ア
応
募
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
 

年
令
、
性
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
 

⑨

 

方
城
町
の
歴
史
、
文
化
、
産
業
等
を
 

生
か
し
、
独
創
的
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
 

り
を
行
う
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
（
人
材
 

の
育
成
、
む
ら
お
こ
し
、
地
域
特
産
品
 

の
開
発
、
伝
統
文
化
の
継
承
、
地
場
産
 

業
の
育
成
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
生
涯
 

学
習
の
推
進
等
）
で
、
町
民
が
直
接
参
 

福
岡
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
よ
り
 

感

謝

状

受

賞

 

武
氏
良
夫
氏
他
一
一
名
 

福
岡
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
よ
り
次
 

の
方
々
が
感
謝
状
を
受
彰
し
ま
し
た
。
 

武
氏
良
夫
（
山
ノ
手
）
中
村
良
一
 
（ 

久
六
）
古
賀
邦
明
（
職
員
区
）
 

〔
敬
称
略
〕
 

こ
の
表
彰
は
福
岡
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

協
会
、
創
立
四
十
周
年
を
記
念
し
て
実
 

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

今
回
受
彰
さ
れ
た
三
名
は
、
昭
和
四
 

十
三
年
、
方
城
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
 

加
し
て
活
動
及
び
、
事
業
が
推
進
出
来
 

る
も
の
。
 

作
品
の
選
考
方
法
 
「
案
」
、
 

町
長
の
諮
問
機
関
、
仮
称
「
ふ
る
さ
 

と
創
生
審
議
会
」
を
設
置
し
、
審
査
す
 

る
 。

 優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
 

す。 問
い
合
わ
せ
先
、
役
場
企
画
公
鉱
害
 

対
策
室
電
話
 
二
ニ
ー
〇
五
二
〇
番
 

内
線
 
五
二
番
 

ブ
発
足
以
来
二
十
年
間
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
の
発
展
及
び
普
及
に
尽
力
を
つ
く
し
 

ま
し
た
。
 

現
在
会
員
数
六
十
六
名
と
多
く
、
こ
 

の
中
か
ら
優
秀
な
選
手
が
田
川
郡
民
体
 

育
大
会
、
及
び
県
民
体
育
大
会
に
出
場
 

し
、
毎
年
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
 

す
。
ま
た
、
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
 

子
ど
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
発
表
に
 

も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
 

ノ
し
ノ
、
ノ
、
ノ
ー
 

、
ノ
、
ノ
ー
？
 
ー
‘
、
ノ
、
‘
ノ
ー
 

福
岡
県
体
育
指
導
委
員
表
彰
受
彰
 

水
 
上
 

進
 

さ
ん
 

福
岡
県
体
育
指
導
委
員
表
彰
の
感
謝
 

状
を
、
伊
方
野
添
の
水
上
進
さ
ん
が
受
 

彰
し
ま
し
た
。
 

水
上
さ
ん
は
昭
和
五
十
二
年
に
体
育
 

指
導
員
に
任
命
を
受
け
て
以
来
、
体
育
 

行
事
総
て
に
惜
し
み
な
い
情
熱
を
か
た
 

む
け
体
育
指
導
、
子
ど
も
水
泳
教
室
を
 

通
し
て
青
少
年
を
育
成
し
、
郡
体
は
野
 

球
に
自
ら
選
手
と
し
て
長
年
出
場
し
、
 

入
賞
す
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
姿
 

勢
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

受
賞
は
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
で
昨
年
末
 

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
町
づ
く
り
を
 

ク
田
川
地
区
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
）
を
開
催
 

そ
ョ
 

三
か
 

f
J
 

「「．仁 

d
差ト 

田・ 

3
月
9
日
、
田
川
地
区
明
る
い
選
挙
 

推
進
大
会
が
、
香
春
町
公
民
館
で
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

田
川
市
、
郡
内
の
各
市
町
村
の
選
管
 

委
員
、
明
推
協
（
明
る
い
選
挙
推
進
協
 

議
会
）
委
員
約
1
0
0
名
が
参
加
、
ま
 

ず
田
川
地
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
 

会
長
の
坂
田
氏
、
及
び
県
選
管
の
あ
い
 

さ
つ
の
後
、
西
日
本
新
聞
社
論
説
委
員
、
 

馬
場
哲
郎
氏
が
「
参
議
員
補
欠
選
挙
を
 

ふ
り
か
え
っ
て
」
 
と
題
し
て
す
ば
ら
し
 

い
講
演
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
 

昼
食
の
後
、
香
春
町
推
協
の
会
長
が
 

「
私
達
は
郷
土
発
展
の
た
め
明
る
く
き
 

れ
い
な
選
挙
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
な
 

お
一
層
の
努
カ
を
す
る
。
」
と
大
会
宣
 

老
人
保
険
施
設
 

『
慈
 

恵
 
苑
』
 
落
 
成
 

老
人
保
健
施
設
「
慈
恵
苑
」
が
建
設
 

さ
れ
、
3
月
に
落
成
し
ま
し
た
。
 

施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

国
施
設
の
名
称
 
老
人
保
健
施
設
「
慈
 

恵
苑
」
 

図
施
設
の
種
類
 
老
人
保
健
施
設
 

固
施
設
の
経
営
者
 
医
療
法
人
、
恵
和
 

会
、
理
事
長
、
田
中
貞
治
 

囚
敷
地
 
2
2
、
2
6
4

,m
 

国
建
物
 
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建
 

延
べ
面
積
 
4
、
7
7
2

・
8
2
2
m
 

回
入
所
定
員
 
1
0
0
名
、
通
所
 30 

名
 

口
設
置
形
態
 
病
院
併
設
型
 

入
所
の
手
引
 

入
所
者
の
判
定
 

①
 
対
象
者
は
、
病
状
安
定
期
に
あ
り
 

入
院
治
療
す
る
必
要
は
な
い
が
、
リ
 

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
看
護
、
介
護
 

を
中
心
と
す
る
医
療
ケ
ア
を
必
要
と
 

言
を
行
い
ま
し
た
。
 

3
月
 26 

日
に
は
香
春
町
議
会
議
員
一
 

般
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
 

昼
食
の
後
、
推
協
委
員
1
0
0
名
が
 

2
班
に
別
れ
て
、
チ
ラ
シ
、
テ
ィ
ッ
、
ン
 

ュ
な
ど
啓
発
物
質
を
配
布
し
な
が
ら
、
 

町
内
の
密
集
地
区
を
、
明
る
い
選
挙
を
 

呼
び
か
け
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

す
る
寝
た
き
り
老
人
等
で
あ
り
ま
す
。
 

②
 
日
常
生
活
動
作
 

歩
行
、
排
せ
つ
、
食
事
、
入
浴
、
着
 

脱
衣
等
が
独
力
で
で
き
ず
、
他
人
の
 

介
助
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
こ
と
。
 

日
常
生
活
動
作
が
、
他
人
の
介
助
を
 

必
要
と
せ
ず
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
 

者
は
対
象
と
し
な
い
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
慈
恵
苑
、
 

電
話
 

二
ニ
ー
一
〇
一
八
番
に
お
問
い
 

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

消
防
庁
長
官
表
彰
 

第
4

分
団
、
副
分
団
長
 

原
 
田
 
吾

郎

氏

 が
 
受

彰

 

今
年
度
の
消
防
功
労
者
表
彰
式
が
3
 

月
6

日
、
東
京
、
港
区
の
日
本
消
防
会
 

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
岡
県
内
で
は
 

各
種
表
彰
に
、
団
体
3
機
関
と
個
人
 81 

人
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
表
彰
は
、
地
域
住
民
の
消
防
に
 

対
す
る
正
し
い
知
識
の
向
上
や
、
長
年
 

の
消
防
活
動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
式
に
は
県
内
の
代
表
者
が
出
席
 

し
、
矢
野
浩
一
郎
、
消
防
庁
長
官
か
ら
 

表
彰
状
を
受
け
ま
し
た
。
 

ま
た
、
残
り
の
対
象
者
に
つ
い
て
 17
 

日
、
県
庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

方
城
町
か
ら
は
、
第
4
分
団
副
分
団
長
 

原
田
吾
郎
さ
ん
が
永
年
勤
続
功
労
章
（
 

43 

年
）
を
受
彰
し
ま
し
た
。
 

防
ご
う
交
通
事
故
 

ー
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
ー
 

子
ど
も
の
事
故
で
圧
倒
的
に
多
い
原
 

因
は
、
 

「
飛
び
出
し
」
で
す
。
 

昭
和
 63 

年
の
全
国
統
計
を
見
ま
す
と
 

7
才
か
ら
 12 

才
ま
で
の
子
供
の
歩
行
中
 

に
起
き
た
事
故
で
は
、
助
人
中
 48 

人
が
 

「
飛
び
出
し
」
 
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

6
才
以
下
で
は
、
こ
の
数
字
が
約
 53 

人
と
さ
ら
に
高
く
な
り
ま
す
。
 

飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
が
、
い
か
に
多
 

い
か
が
分
か
り
ま
す
0
 

こ
う
し
た
事
故
か
ら
子
供
を
守
る
た
 

め
に
は
、
ま
ず
大
人
が
次
に
挙
げ
る
よ
 

う
な
子
供
の
特
性
を
知
り
、
交
通
ル
ー
 

ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
 

す。 
①
 

一
っ
の
も
の
に
注
意
が
向
く
と
周
 

り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
い
。
 

②
 
大
人
の
ま
ね
を
し
て
、
横
断
歩
道
 

以
外
の
と
こ
ろ
を
横
切
っ
た
り
、
信
 

号
無
視
を
し
た
り
す
る
。
 

③
 
子
供
は
視
野
が
狭
く
、
視
点
が
低
 

い
。
 

④
 
手
を
挙
げ
さ
え
す
れ
ば
車
は
止
ま
 

っ
て
く
れ
る
、
と
い
っ
た
よ
ト
フ
に
、
 

物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
し
な
い
。
 

特
に
4
月
は
、
入
園
、
入
学
の
シ
ー
 

。
ス
ン
で
す
。
 

入
園
、
入
学
を
控
え
た
お
子
さ
ん
を
お
 

持
ち
の
ご
両
親
は
、
事
前
に
通
園
、
通
 

学
路
を
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。
 

そ
し
て
危
険
な
場
所
を
確
認
し
、
ど
ん
 

な
こ
と
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
 

い
か
を
、
具
体
的
に
教
え
て
あ
げ
る
こ
 

と
が
大
切
で
す
。
 

●つ 』つ 
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じ
 

、つ ほ
 

お 

知 

ら 

せ 

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
 

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
二
十
歳
か
 

ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
人
 

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

加
入
者
は
次
の
と
お
り
、
第
一
号
被
 

保
険
者
、
第
二
号
被
保
険
者
、
第
三
号
 

被
保
険
者
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
 

★
 
第
一
号
被
保
険
者
 

自
営
業
、
農
村
漁
業
者
な
ど
者
な
ど
 

第
二
号
、
第
三
号
被
保
険
者
で
な
い
人
 

税
務
課
よ
り
お
知
ら
せ
（
・
 

日
頃
よ
り
町
税
の
自
主
納
税
に
御
協
 

力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
た
び
の
自
主
申
告
期
間
中
、
 

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
て
重
ね
て
感
謝
申
 

し
上
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
軽
自
動
車
税
の
、
特
に
 50 

叫
 

バ
イ
ク
の
こ
と
で
す
が
、
税
務
課
の
窓
 

口
に
 
「
バ
イ
ク
は
も
う
無
い
の
に
税
金
 

の
督
促
状
が
来
た
が
ー
・
」
 
と
言
っ
て
来
 

る
人
が
い
ま
す
。
 

お
手
も
ち
の
バ
イ
ク
を
他
人
に
譲
り
 

渡
し
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
人
、
そ
 

の
よ
う
な
方
は
、
税
務
課
の
窓
口
で
手
 

続
き
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。
そ
う
し
な
 

い
と
い
つ
ま
で
も
台
帳
に
残
っ
て
い
て
、
 

未
納
が
あ
る
場
合
は
督
促
状
を
出
し
ま
 

す
し
、
毎
年
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
 

り
ま
す
。
ご
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

有
尾
崎
製
作
所
 

方
城
工
業
団
地
に
進
出
決
定
 

従
業
員
募
集
 

同
尾
崎
製
作
所
（
本
社
、
直
方
市
）
 

が
、
方
城
工
場
新
設
に
と
も
な
い
、
従
 

業
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
 

採
用
人
員
 

⑥
 
男
性
 10 

名
（
 18 

才
、
 55 

才
迄
）
 

給
料
（
平
均
労
働
日
数
 25 

日） 

13 

万
円
、
 17 

万
円
 

仕
事
内
容
 

製
缶
溶
接
・
手
入
れ
 

（
無
職
の
人
等
も
含
み
ま
す
。
）
 

★
 
第
二
号
被
保
険
者
 

会
社
や
役
所
な
ど
に
勤
め
る
給
与
所
 

得
者
（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
 

加
入
し
て
い
る
人
、
二
十
歳
未
満
、
六
 

十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
も
含
み
 

ま
す
。
）
 

★
 
第
三
号
被
保
険
者
 

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
 

る
配
偶
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
）
 

5
月
 24 

日
は
 

室
冗
春
防
止
法
制
定
の
日
』
で
す
 

こ
の
日
を
契
機
と
し
て
毎
年
社
会
の
 

風
紀
環
境
を
浄
化
す
る
運
動
を
行
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

運
動
の
重
点
目
標
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 
①
 
未
成
年
者
の
売
春
防
止
対
策
の
強
 

化
 

②
 
売
春
及
び
性
病
を
助
長
す
る
風
紀
 

環
境
を
浄
化
す
る
た
め
の
啓
蒙
及
び
 

実
践
活
動
 

③
 
性
病
の
予
防
対
策
の
推
進
 

向
上
訓
練
講
習
会
案
内
 

飯
塚
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
 

域
産
業
に
働
く
人
々
の
技
能
向
上
を
目
 

標
と
し
て
、
年
間
 67 

コ
ー
ス
の
講
座
を
 

開
講
し
て
い
ま
す
。
 

■
講
習
会
申
込
方
法
 

m
 
定
員
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

早
め
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。
 

（
電
話
 

で
も
可
）
 

②
 
受
講
申
込
書
は
各
施
設
に
用
意
し
 

て
い
ま
す
。
 

飯
塚
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
 

③
 
申
込
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
 

が
、
締
切
は
開
校
初
日
の
二
週
間
前
 

ま
で
で
す
。
 

四
 
講
習
会
に
係
る
経
費
（
テ
キ
ス
ト
 

代
等
）
は
、
開
講
一
週
間
前
ま
で
に
 

納
入
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
申
込
取
 

り
消
し
の
場
合
は
返
金
い
た
し
ま
せ
 

ん。 
※
消
費
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
 

受
講
者
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

⑤
 
会
場
、
時
間
、
内
容
や
持
参
工
具
 

等
の
説
明
は
、
開
講
前
に
改
め
て
案
 

内
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

⑥
 
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
記
 

の
施
設
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

※
 
受
講
修
了
者
は
、
職
業
能
力
開
発
 

促
進
法
に
基
づ
き
修
了
証
を
交
付
し
 

ま
す
。
 

雇
用
促
進
事
業
団
 

飯
塚
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
 

〒
八
二
〇
、
福
岡
県
飯
塚
市
柏
の
森
 

八
三
ー
九
 

。
〇
九
四
八
ー
二
ニ
ー
四
〇
一
八
番
 

採
用
人
員
 

⑥
 
女
性
2
名
（
 20 

才
、
 55 

才
迄
）
 

給
料
（
平
均
労
働
日
数
 25 

日） 

10 

万
円
ー
 12 

万
円
 

仕
事
内
容
 

雑
役
 

そ
の
他
 

各
種
保
険
有
 

通
勤
・
家
族
・
決
算
手
当
有
 

賞
与
 
年
2
回
 

選
考
 

履
歴
書
持
参
の
上
、
随
時
面
接
で
 

決
定
 

連
絡
場
所
 

直
方
市
大
字
山
部
一
〇
一
九
 

周
尾
崎
製
作
所
 

。
〇
九
四
九
ニ
ー
 

一
五
一
ー
一
一
二
一
番
 

※
 

な
お
、
方
城
工
場
は
大
字
伊
方
山
 

ノ
手
の
方
城
工
業
団
地
に
建
設
予
定
で
 

す
。
工
場
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
直
方
 

工
場
（
本
社
）
で
勤
務
予
定
で
す
。
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